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本号から 2 回にわたりチョウ目の同定に係る
技術情報を紹介する。本号では、コドリンガ
の侵入警戒調査に使用されているフェロモント
ラップの粘着シートに付着したハマキガ類のサ
ンプル採取から標本の保存までの一連の作業を、
次号では同トラップに捕獲されるハマキガ類を
簡易同定するためのポイントについて解説する。

■はじめに
コドリンガトラップにはハマキガ科だけでは

なくヒロズコガ科、マルハキバガ科、メイガ科
などの多くの種が捕獲される。捕獲された個体
の粘着シートへの付着の仕方は一様ではなく、
図鑑等に掲載された展翅標本の外観が参考にな
らない場合がある他、粘着物質が浸透して黒く
油浸状になり、翅の色彩や斑紋の確認が困難な
場合も多い。外観や大きさ（コドリンガは開張
14 ～ 22mm）からコドリンガの可能性を否定で
きない個体は、虫体を粘着シートから外して交
尾器を取り出し、コドリンガであるか否かを確
認する必要がある。腹部末端から取り出した雄
交尾器は、バルバ（把握器）が閉じた状態であ
るが（図 1）、文献等では通常、ハマキガ類の雄
交尾器はバルバを開き後面から図示されている
ことから（図 2）、実体顕微鏡下で図 2 と同様に
バルバを開いた状態にして観察する。

■粘着シートからの虫体採取
必要なもの：溶媒（レモゾール、キシレンもし
くは灯油）、スポイト、ピンセット

粘着シート上の交尾器を確認したい個体に、
スポイトで溶媒を虫体全体に滴下する（図 3）。
ピンセットで虫体を少し揺らし、虫体に付着し
た粘着物質が十分に溶解していれば、ピンセッ
トで虫体を掴み、粘着シートから外す。粘着物
質の溶解が不十分な場合は、溶媒をさらに滴下
し、粘着物質を十分に溶解してから虫体を外す。

なお、粘着シートに付着した個体は汚損して
いることから、展翅標本を作製することは困難
である。しかし、交尾器以外の部位の形態的な
特徴も同定に役立つことから、交尾器以外につ
いても 70 ～ 80％エタノールに入れて液浸標本と
し、交尾器とともに保存する。

図 3　粘着シートに付着した捕獲虫
（○：溶媒未滴下、○：溶媒滴下）

■交尾器の取り出し
必要なもの：ピンセット、小筆、エタノール（70
～ 80％、99.5％）、小型シャーレ、小型ガラス
チューブ、溶媒（レモゾール、キシレンもしく
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図 1　バルバが閉じている雄交尾器
（ナシヒメシンクイの A：左側面、B：腹面）
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図 2　バルバを開いた雄交尾器（後面）
（ニセミドリバエヒメハマキ Grapholita pavonana）
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速に進めることが必要であるとした。その上で、
G20 メンバーは、病害虫の診断技術や防除技術
等を有しているため、これら諸国の研究機関等
が、開発途上国も含めた国際社会と協力して対
応をとっていくことが重要であり、2020 年の国
際植物防疫年も見据え、G20MACS では、本分野
における国際的な研究連携を推進するための取
組（2019 年の関連ワークショップの日本での開
催、ネットワークの構築、研究協力の強化、国
際機関との連携強化等）を議論することを我が
国から提案した。

■ G20MACSの結果概要
1　越境性植物病害虫について

今次 G20MACS では、越境性植物病害虫が、
食料安全保障と環境に対する深刻な脅威となっ
ていることが認識され、植物病害虫の発生や管
理に関する G20 メンバー等の経験や最新情報を
共有し、効果的な対策のための研究連携を促進
するため、本年中に国際ワークショップを開催
することを我が国から提案し、支持された。

また、病害虫診断の研究所、研究機関及び大
学のネットワークの構築及びネットワーク内外
の関係者の自発的交流が奨励され、関心を持つ
G20 メンバーが共同研究等の研究協力を促進で
きることが確認された。そして、2020 年を国際
植物防疫年とする国連の決議の採択を歓迎する
とともに、G20 農業大臣に対し、越境性病害虫
の研究協力を促進するため、これらの活動を支
持することを提言した。
2　 気候変動対応技術導入のための社会実験的
アプローチについて

気候変動対応技術については、革新的な農業
技術の開発と実践により持続可能な食料生産を
支え、農業分野の温室効果ガスを削減すること
ができるという見解が共有された。気候変動対
応技術の開発と普及に関する経験と最新情報を
共有し、研究連携を促進するため、本年中に国
際ワークショップを開催することを我が国から
提案し、支持された。

また、関心を持つ G20 メンバーが、気候変
動対応技術の導入に関心を有する国との間での
研究連携を強化できること、このような連携に
は、社会実験的アプローチを用いた現場での実
証事業の実施が含まれ得ることも確認された。

そして、G20 農業大臣に対し、これらの研究連
携を強化する自発的な活動を支持することを提
言した。

■おわりに
今次 G20MACS で合意された越境性病害虫及び

気候変動対応技術に関する国際ワークショップ
については、本年後半、我が国においてそれぞ
れ開催予定である。

これら G20MACS のフォローアップ活動が、今
後我が国における越境性植物病害虫等に関する
国際的な研究連携を促進する一助となれば幸い
である。

参考資料：

(1)　「植物病害虫の世界的拡散と対応策の研究に関する

検討会」について：
http://www.affrc.maff.go.jp/kokusaikenkyu/byogaichu.html

（農林水産省 HP）

(2)　「気候変動の下での持続可能な農業推進に関する検

討会」について：
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/kikouhendou/
kentoukai.html（農林水産省 HP）

(3)　G20MACS について（結果概要等を公開）：
http://www.affrc.maff.go.jp/kokusaikenkyu/macs-g20.html

（農林水産省 HP）

(4)　G20MACS の公式ホームページ（コミュニケ、議 

題、プレゼンテーション資料等を公開）：
https://www.macs-g20.org/

図　G20MACS の会合の様子
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■アグリサーチャーとは
2017 年 4 月に開設したアグリサーチャーは生

産者と研究者をつなぎ、最新の研究成果を提供
する情報検索システムです。

約 3 万件の研究成果と約 4 千件の研究者情報
が収録され、ホームページトップ画面の 8 つの
カテゴリ（［作物］ ［畜産動物］ ［生産技術］ ［病虫
害・雑草・生理障害・温暖化］ ［省力化・効率化・
経営］ ［測定・分析技術］ ［加工・保存技術］ ［地
域］）から知りたい項目などを選択していくこと
で、最短 3 つのステップで知りたい情報へアク
セスできます（図 1）。アグリサーチャーを使う
と、例えば「最新の品種や生産技術にチャレン
ジしたい！」「今の仕事をもっと省力化できない
かな」といった問題の解決に結びつく研究成果
や研究者を簡単に見つけることができます。

研究成果の詳細を尋ねたいときなどは、研究
者に連絡をとって相談することも可能です。

アグリサーチャーは生産者と研究者をつなぐ
システムですが、病害虫に関する研究成果も掲
載していますので、生産者のみならず、都道府
県等で植物防疫を担当する方にも活用いただけ
ます。

図 1　検索結果の画面の例

アグリサーチャー「農業研究見える化システム」について
農林水産省　農林水産技術会議事務局　研究企画課　情報調査係長　北山　勝史

■チャットボットの導入
より一層の利用拡

大に向け、本年 4 月
25 日からスマート
フォンを通じた ｢対
話型検索システム｣

（チャットボット）
を導入しました。

チャットボットは、
チャット（会話）と
ボット（ロボットの
略）を組み合わせた
言葉で、人工知能を
活用した「自動会話
プログラム」のこと
です。人工知能と会
話しながら、直感的
に知りたい情報を検
索することができます（図 2）。

チャットボットの利用には
LINEから「アグリサーチャー」
を登録する必要があります。
登録には右記の QR コードを
スマートフォンに読み込ませ
ると便利です。

■研究者の方へのお願い
今後の更なるシステム充実のために、アグリ

サーチャーにご登録いただけませんか？ご自分
の研究成果を生産者が検索しやすくなり、成果
を現場にフィードバックできるチャンスになり
ます。

図 2　チャットボット
　　　による検索の例
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は灯油）、10％水酸化カリウム（KOH）水溶液、
実体顕微鏡

粘着シートから外した虫体は粘着物質を多量
に含んでいることが多い。そのような虫体は、
ピンセットの先端に粘着物質が付着し解剖作業
がしにくいため、溶媒でよく濯いでから 99.5％
エタノールで洗浄する。洗浄した虫体を 70 ～
80％エタノールを入れた小型シャーレに移し、
ピンセットを使って虫体から腹部を外す（雄交
尾器は腹部末端近くにある）。外した腹部は少量
の 10％ KOH 水溶液とともに小型ガラスチューブ
に入れ、虫体の大きさにもよるが、70℃前後で
5 ～ 10 分程度湯煎する（ウォーターバスがない
場合は、ビーカーに電気ポットから熱湯を注ぎ、
その中で小型ガラスチューブを 5 ～ 10 分程度湯
煎してもよい）。

湯煎処理が終わった腹部は、70 ～ 80％エタ
ノールを入れた小型シャーレに移し、実体顕微
鏡下でピンセットを使い腹部側面を切開し、末
端にある交尾器を取り出す（図 4）。ピンセッ
トや小筆を使い鱗粉や筋肉などをきれいに除去
する。内臓や脂肪体の溶解が不十分な場合は、
10％ KOH 水溶液が入った小型ガラスチューブに
腹部を戻し、再度、湯煎処理を行う。取り出し
た交尾器に粘着物質が付着している場合は、溶
媒で再度濯いでから 99.5％エタノールで洗浄す
る。なお、10％ KOH 水溶液による湯煎処理は、
交尾器にある特殊な鱗粉などが抜けやすくなる
場合などがあることから、冬季以外は室温で 1
晩から 1 日静置しておいてもよい。

図 4　10％ KOH 水溶液で湯煎処理後、
側面を切開した雄の腹部（○：交尾器）

← 前方 後方 →

■交尾器の観察
必要なもの：ピンセット、エタノール（70 ～
80％）、小型シャーレ、グリセリン、ホールスラ
イドグラス、実体顕微鏡

鱗粉や筋肉などをきれいに除去した交尾器 
（図 1）は、70 ～ 80％エタノールを入れた小型
シャーレに移し、交尾器の腹面からピンセット
の先端を使いバルバを開く等しながら、同定に
必要な交尾器の形態を検鏡する。ホールスライ

ドグラスにグリセリンを垂らし、そこに交尾器
を入れて検鏡してもよい。

■交尾器の保存方法
グリセリンを入れたゲニタリアチューブに

交尾器を入れて保存すると、交尾器の立体構造
が維持されるため、交尾器の方向を変えながら
何回でも細部を観察することが可能である。
チューブにシリコンゴムの栓をする際は、その
まま栓を押し込んでも空気圧で押し戻されるの
で、細い針を栓とチューブの隙間に差し込んで、
空気を抜きながら栓をする（図 5）。

図 5　針を差し込んだゲニタリアチューブ

細い針

プレパラート標本は立体的な交尾器を平らに
するため、元々の形はかなり変形する（図 2）。
このため、プレパラート標本を作製する場合は、
作製前に形態をじっくり観察するとともに、必
要に応じ画像を残しておくことが望ましい。プ
レパラート標本には、包埋剤にカナダバルサム
やユーパラルを使う永久プレパラートと、水溶
性であるガムクロラール系の剤を使う簡易プレ
パラートがあるが、簡易プレパラートは長期間
の保存に不向きである。永久プレパラートの作
製法については、大島（2013）、那須（2016）を
参照されたい。

【次回につづく】

参考文献：
那須義次（2 016）交尾器の観察 . 鱗翅類学入門  飼育・

解剖・DNA 研究のテクニック（那須義次・
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